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＜連絡事項＞
・特記事項なし

＜入室状況＞
【入院】
・笹渡　直之様～東病棟Dユニット18号室に任意入院となる。
・冨田　昭美様～東病棟Bユニット1号室（C6）に医療保護入院となる。

【転出】
・田名部　幸子様～東病棟合併症室→西病棟Bユニット30号室

＜患者様連絡事項＞
・足澤　希実様～本人から退院希望あることを主治医に報告し、6/4 10:00で退院決定となる。

・七戸　康徳様～本人様が治験の中止を希望されている旨を田名部Drへ報告。診察の結果、治験は終了となる。ウォッシュアウトの期間も設ける必要があるため、入院は引き続き継続の方向となる。明日母様来院時にCRP目黒氏より説明予定。中止になったとしても同意書のサインは必要とのこと。

・磯嶋　茜様～青山荘見学日時が決定したとの連絡あり。6/24　9：30～15：00．当日920円必要な為、後見人へ連絡する。外出申請済。

[bookmark: _GoBack]・北川　ミドリ様～主治医面談済。現在の状態について説明し、今後は施設を検討していく事となる。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察の指示あり。開放中は自室内で臥床して過ごされている。脱衣・不潔行為無く経過している。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除が出来るよう努めていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。午前午後2時間ずつの開放観察の指示あり。開放中は妄想様言動あるも他者トラブル無く経過している。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除が出来るよう努めていく。

・小栗　健太郎様～終日隔離中。自室内で逸脱行為無く経過。不穏・不満の訴え無し。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除ができるよう、努めていく。

＜皮膚科診察記録＞
・中村 聡様～タベジール継続処方。処置変更無し。

・飯田 修子様～頭部掻痒感あり、処置再開。

・田島 博文様～四肢掻痒感あり、デルモゾールDP軟膏塗布指示あり。

・小栗　健太郎様～両足掻痒感、掻痕あり、デルモゾールDP軟膏塗布再開。

・高柳　和子様～タベジール継続処方。両下肢と鼻もデルモゾールDP軟膏塗布指示あり。

・田代　實様～臀部、ゲーベンクリームに処置変更。

※他の方々は処置変更なし。

＜入院患者様情報＞
①日　　時：令和7年6月3日　10：49
  氏　　名：富田　昭美（とみた　あけみ）様
　生年月日：昭和10年7月2日(89歳)
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　性　　別：女性
　主 治 医：小栁Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Bユニット（C6）

　＜経過＞
　　令和4年ごろより易怒性や感情の起伏がみられるようになり
　　八戸生協診療所を受診。見当識障害や短期記憶障害があり、
　　認知症と診断され以降は同院に通院しながら抗認知症薬の内
　　服を継続していた。令和7年1月17日に夫が死去し、同年3月中
　　旬ごろより入所先の有料老人ホームにて幻視、幻聴様の訴えや
　　自室で独語を話す様子が連日確認されるようになった。症状の
　　変動性があり、経過観察のもと内服治療が継続されたが、同年
　　3月19日には感情の激しい変動、夜間徘徊、叫び声をあげるなど、
　　精神・行動面の異常が一段と強くなり同日、脳神経クリニック
　　受診し頭部MRI検査を施行。右前大脳動脈に1.5㎜大の脳動脈瘤を
　　認めたが脳器質的異常としては幻覚やせん妄様症状と明確に関連
　　するものは認められないと判断された。同日夕方よりさらに症状
　　が悪化し、歩行困難や著しい興奮が見られ、わずかな身体接触で
　　も過敏に反応するようになったため救急当番病院である八戸市立
　　市民病院に搬送された。身体検査では明らかな異常所見は認めら
　　れず、せん妄の可能性が高いとして当院紹介受診の方針となり、
　　せん妄および認知症の精査、治療のため令和7年4月22日当院初診。
　　その後外来にて薬剤調整していたが、服薬拒否が強いとともに、
　　施設スタッフへの粗暴行為、深夜へ他入居者様へ部屋へ入室し話
　　しかけるなどの迷惑行為あり。不穏となると施設床に寝転がり起
　　こそうとするスタッフを足でけり上げようとする行為もあり介入
　　困難となっている。他入居者様より本人に対しての苦情あり。施
　　設内での対応困難な状態であることから入院にて薬剤調整希望あり。
　　本日診察の結果、東病棟Bユニット（C6)へ医療保護入院となる。

②日　　時：令和7年6月3日　12：45
  氏　　名：笹渡　直之（ささわたり　なおゆき）様
　生年月日：昭和62年1月10日(38歳)
　病　　名：アルコール依存症　うつ病
　性　　別：男性
　主 治 医：馬渡Dr　
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Dユニット

　＜経過＞
　おいらせ町生まれ。五戸高校卒業し調理専門学校へ進学。卒業後は料理
　の仕事に従事。R元年１０月２１日おおぞらクリニック初診。元来大酒家。
　同年６月にアルコール正球性肝炎で８日間三沢市立三沢病院へ入院。退
　院後は同院通院継続。飲酒欲求があるため治療希望しおおぞらクリニッ
　クへの相談があり受診につながっている。通院開始後、不安についての
　対照的に薬物療法行いR5年７月３１日症状改善し自己中断となっている。
　R6年２月26日不安と気分低下があり、久しぶりに受診し治療再開と休職診
　書作成がなされている。なかなか断酒につながらずR６年１２月３１日に
　転倒し、警察介入や救急外来受診している。そのため専門治療のため当院
　でのアルコール治療の提案を行うが本人は拒否している。その後、一時断
　酒を行えているがギャンブルにて１０万円を使い込んだことで再度再飲酒。
　当院での入院加療を希望し、本日東病棟Dユニットへ任意入院となる。

